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本
社
技
術
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所
属
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母
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県
立
東
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山
工
業
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に
て

卒
業
生
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囲
む
会
に
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加
し
て
き

ま
し
た
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弊
社
の
ア
ピ
ー
ル
を
始
め
、
自
身

の
進
路
の
決
め
方
や
就
職
活
動
等

の
実
体
験
を
こ
れ
か
ら
進
路
を
決

め
て
い
く
3
年
生
に
講
演
し
て

き
ま
し
た
。

成
安
氏
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「
こ
れ
か
ら
大
き
な
選
択
を
す
る

高
校
3
年
生
に
と
っ
て
少
し
で

も
参
考
に
な
れ
ば
と
一
生
懸
命
準

備
を
し
た
つ
も
り
で
す
。
当
日
は

緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
練
習
通
り

に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
も
良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
」

弊
社
で
は
会
社
説
明
会
も
随
時
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
ま
し
た

ら
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

猗窩座再来

歳の所為なのか、とても涙脆くなっているこの頃です。
⿁滅の刃無限城編第一章を劇場鑑賞してきました。八歳の娘に何度も急かされました。
漫画は読破しています。全巻所持+部屋にはフィギュアを始めグッズ多数のファンです。
推しは継国縁壱（つぎくによりいち）と胡蝶しのぶです。
第一章と銘打っているので途中で終わることは承知していました。むしろどこまで話が進むのか楽しみでも
ありました。

⿁滅の刃は吾峠呼世晴（ごとうげこよはる）さんの漫画作品です。大正時代の日本を舞台に⿁と闘う剣士たちの物語です。
主人公である竈門炭治郎は家族を⿁に殺され、唯一生き残った妹は⿁にされてしまいます。
その妹を人間に戻すために⿁殺隊に入隊し、仲間と共に⿁と壮絶な闘いに身を投じます。人間ドラマに家族や仲間との絆や成⾧が描
かれ感動的なストーリーに迫力のある戦闘シーンで人気を集めています。漫画は五年前に完結していますが未だ社会現象に至るほど
の影響力を持っています。

まず始まるまでのCMが⾧い･･･おそらくニ十分はあった。映画泥棒の登場はまだかと待ち望んだのは初めてかもしれない。四歳の娘
はこの時点で飽きていたかもしれないです。更に上映時間が⾧いのでトイレに二度ほど連れ出されました。これは仕方のない事です。

さて期待値以上とはこの事。
前述した通り内容周知+過去作品を何度も見直しているのに映像美に引き込まれた。どれだけの時間を要して作成されたのかと思う
くらい凄かった。漫画では伝わりにくい無限城のシーンは圧巻の一言。戦闘シーンも目で追えないくらいの速さに緊張感が走り、そ
れを増幅させるBGM。そしてとどめの声優たちの魂のこもった台詞。全てが合わさっており感嘆に尽きる。無限列車編に引き続き涙
でタオルが手放せなかった。（猗窩座（あかざ）の回想シーンは四歳の娘を寝かしつけながら涙を拭っていました）

文章で感動を表現する事は難しいですね。熱い気持ちで書いていますが伝わっているでしょうか。
最後に⿁滅の刃から私が選ぶ竈門炭治郎の名言を二つ（たくさんあるので一つに出来ませんでした）

「頑張れ！人は心が原動力だから心はどこまでも強くなれる」

「人のためにすることは結局巡り巡って自分のためにもなっているものだし」 技術部 湯浅



トラブル解決方法 原稿送りでスジが出る（再掲載）

・右の画像のような線が入るといった場合

コピー機の上に付いている自動原稿送り装置を使い
コピーをすると発生する線は、下の画像の赤〇で
囲ったガラス部分の汚れが原因なことが多いです。
濡らした雑巾などで清掃してみてください。

汚れとしてはボールペンや修正テープ、消しカスや
ノリのような透明な汚れが付着していても線の汚れ
として出てきます。

ガラス台やパソコンからのプリントアウトでも線が
発生する場合は別原因ですのでご連絡ください。

左の画像のコピー
機上部の青枠で
囲ってある個所が
自動原稿送り装置
です。

トラブル解決方法 コピー時、用紙サイズの選択画面が出てくる

ガラス台に原稿を置いてコピーしようとした際、
いつもは自動で原稿のサイズを読み取りコピー
してくれるのに右の画像のような用紙のサイズ
を選択する画面が出てくる事がある場合、以下
の事が原因として考えられるます。

・スリープ状態で原稿を置いてコピーしている
・スリープ状態から立ち上がってすぐに原稿を置いてコピーしている
・ガラス台に原稿を置く際に自動原稿送り装置を上まで上げ切らない状態で原稿を
置きコピーしている

←バックナンバーはこちらから閲覧できます

画面が付いている事、原稿送り装置をしっかり上げる事を意識してみてください


